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平成 25 度厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合 研究事業） 

総括研究報告書 

医療観察法対象者の円滑な社会復帰に関する研究【若手育成型】 

医療観察法指定医療機関ネットワークによる共通評価項目の信頼性と妥当性に関する研究 

研究代表者 壁屋康洋 独立行政法人国立病院機構肥前精神医療センター 

 

要旨： 

 平成 25 年度の本研究報告書は過去の収集データの解析結果とそのまとめ、ならびに今年度収

集したデータの解析による報告をまとめた以下の全 13 章で構成する。なお、各章のタイトルに

は、共通評価項目の信頼性と妥当性に関する研究を本研究班以前に開始し、逐次発表してきた時

からの通し番号を付けている。 

 

第 1 章 共通評価項目 17 中項目および 61 小項目の因子分析（研究 4） 

 共通評価項目下位項目の因子分析を行うことで構成概念妥当性の検証を行うと共に、項目のグ

ルーピングについて検討した。 

第 2 章 SAI-J、DAI-30 と共通評価項目下位項目との関連（研究 11） 

 病識、服薬観に関する尺度との相関を評価することで、共通評価項目の【病識】【コンプライ

アンス】および【病識】の小項目の収束妥当性を検証した。 

第 3 章 地域生活に対する自己効力感(SECL)と共通評価項目との関連（研究 12） 

 地域生活に対する自己効力感尺度との相関から収束妥当性を検証した。 

第 4 章 AUDIT、IQ、生活満足度との関連（研究 13） 

 AUDIT、IQ、生活満足度と共通評価項目の各項目との相関から収束妥当性を検証した。 

第 5 章 これまでの研究の概観から示される各項目の特徴（研究 14） 

 今年度のデータ収集をする以前、研究 13 までの研究結果をまとめ、共通評価項目の各下位項

目の特徴を概観した。 

第 6 章 退院申請時共通評価項目による精神保健福祉法再入院の予測（研究 15） 

 第 6 章以降は全て今年度収集したデータから、共通評価項目の各下位項目がそれぞれの事象

をどの程度予測する力があるか、COX 比例ハザードモデルおよび生存率曲線の解析を通じて検

証した。第 6 章では精神保健福祉法再入院の予測について、予測妥当性を検証した。 

第 7 章 症状悪化による精神保健福祉法入院の予測（研究 16） 

 精神保健福祉法入院を症状悪化によるもののみに限り、各項目の予測妥当性を検証した。 

第 8 章 退院後の問題行動の予測（研究 17） 

 退院後の問題行動についての予測妥当性を検証した。 

第 9 章 退院後の自傷・自殺企図の予測（研究 18） 

 退院後の自傷・自殺企図についての予測妥当性を検証した。 

第 10 章 退院後の暴力の予測（研究 19） 

 退院後の問題行動について、何らかの暴力に限り、その予測妥当性を検証した。 

第 11 章 入院中の暴力の予測（研究 20） 

 入院時初回評価の共通評価項目の各項目が、入院中の暴力をどの程度予測するのか、予測妥当
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性を検証した。 

第 12 章 入院中の自殺企図の予測（研究 21） 

 入院時初回評価の共通評価項目の各項目が、入院中の自殺企図をどの程度予測するのか、予測

妥当性を検証した。 

第 13 章 通院処遇への移行まで期間の予測（研究 22） 

 初回入院継続申請時の共通評価項目の各項目が、通院処遇へ移行するまでの期間をどの程度予

測するのか、予測妥当性を検証した。 

 

 第 6 章から第 13 章に渡る予測妥当性の研究結果は、それまでの研究結果と併せ、次年度に共

通評価項目改訂案を作る際の基礎となる。 
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